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２
０
０
２
年
Ｗ
杯
サ
ッ
カ
ー

の
プ
レ
大
会
「
コ
ン
フ
ェ
デ
レ

ー
シ
ョ
ン
ズ
カ
ッ
プ
」
の
開
催

に
伴
い
、
弁
天
線
お
よ
び
会
場

の
新
潟
ス
タ
ジ
ア
ム
（
ビ
ッ
グ

ス
ワ
ン
）
周
辺
道
路
で
交
通
規

制
を
行
い
ま
す
＝
図
＝
。

交
通
混
雑
の
緩
和
の
た
め
、

交
通
量
の
削
減
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
ス
タ
ジ

ア
ム
周
辺
は
車
両
通
行
止
め
と

な
り
ま
す
の
で
、
大
会
観
戦
客

市
で
は
、
ロ
シ
ア
へ
の
理
解

を
深
め
て
も
ら
お
う
と
、
在
新

潟
ロ
シ
ア
連
邦
総
領
事
館
と
の

共
催
で
、
６
月
17
日
に
「
ロ
シ

ア
文
化
に
親
し
む
日
」
を
開
催

し
ま
す
。

港
町
と
し
て
発
展
し
て
き
た

本
市
は
、
古
く
か
ら
ロ
シ
ア
と

深
い
か
か
わ
り
を
持
っ
て
い
ま

す
。
昭
和
40
年
に
ハ
バ
ロ
フ
ス

ク
市
と
、
ま
た
平
成
３
年
に
は

ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
市
と
姉
妹
都

市
提
携
を
行
い
、
以
来
物
産
展

や
見
本
市
の
開
催
、
文
化
・
ス

ポ
ー
ツ
交
流
な
ど
を
深
め
、
友

好
関
係
を
築
い
て
き
ま
し
た
。

ロ
シ
ア
極
東
へ
の
定
期
航
空
路

も
３
路
線
有
し
、
極
東
へ
の
重

要
な
玄
関
口
と
な
っ
て
い
る
ほ

か
、
日
本
海
側
で
唯
一
、
ロ
シ

ア
連
邦
総
領
事
館
も
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。

り
ゅ
ー
と
ぴ
あ
（
市
民
芸
術

文
化
会
館
）
で
は
、
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
提
携
し
て
い
る
東
京
交
響

楽
団
と
共
演
す
る
「
に
い
が
た

東
響
コ
ー
ラ
ス
」
の
男
性
の
新

規
入
団
者
を
募
集
し
ま
す
。

今
回
の
募
集
は
、
同
館
コ
ン

サ
ー
ト
ホ
ー
ル
で
11
月
11
日
に

行
う
「
東
京
交
響
楽
団
第
14
回

新
潟
定
期
演
奏
会
」
に
向
け
て

実
施
す
る
も
の
で
す
。
ま
た
、

新
潟
公
演
前
日
に
東
京
サ
ン
ト

リ
ー
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
る
「
東

京
交
響
楽
団
定
期
演
奏
会
」
の

舞
台
に
も
参
加
で
き
る
チ
ャ
ン

ス
が
あ
り
ま
す
。

国
の
活
気
あ
る
市
場
を
再
現
し

ま
し
た
。

実
行
委
員
に
は
、
同
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
の
具
体
的
な
内
容
に

つ
い
て
ア
イ
デ
ア
を
出
し
て
も

ら
う
な
ど
、
企
画
の
段
階
か
ら

運
営
に
参
加
し
て
も
ら
い
ま

す
。

申
し
込
み

市
国
際
交
流
協
会

（
国
際
課
内
�
内
線
２
０
５
３
）

へ

と
コ
ン
サ
ー
ト
の
合
間
に
は
、

子
ど
も
も
楽
し
め
る
ク
イ
ズ
コ

ー
ナ
ー
も
設
け
ま
す
。

ま
た
、「
私
の
ロ
シ
ア
〜
私
の
心

の
中
の
一
枚
」
と
し
て
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
写
真
展
や
「
ロ
シ

ア
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
」

も
行
い
ま
す
。
奮
っ
て
ご
応
募

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

国
際
課
（
�
内

線
２
０
５
６
）
へ

練
習
日
時

５
月
末
か
ら
月

４
・
５
回
、
午
後
６
時
半
〜
９

時
半
（
全
30
回
程
度
、
お
お
む

ね
火
・
金
曜
日
）

練
習
場
所

同
館
コ
ン
サ
ー
ト

ホ
ー
ル
、
ほ
か

対
象

高
校
生
以
上
の
男
性

※
入
団
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
合

格
し
た
上
で
、
責
任
を
持
っ
て

練
習
に
参
加
で
き
る
人

問
い
合
わ
せ

同
館
事
業
課

（
�
２
２
４
・
７
０
０
０
）
へ

�
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

日
時

き
ょ
う
20
日
午
後
１
時

〜
同
30
分

会
場

同
館
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー

ル
ホ
ワ
イ
エ

内
容

東
京
交
響
楽
団
団
員
に

よ
る
弦
楽
四
重
奏

曲
目

ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
「
ア

メ
リ
カ
」

申
し
込
み

直
接
会
場
へ

問
い
合
わ
せ

同
館
事
業
課
へ

市
国
際
交
流
協
会
で
は
、
10

月
に
開
催
予
定
の
「
韓
国
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
企
画
す
る
実

行
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

同
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
２

０
０
２
年
Ｗ
杯
サ
ッ
カ
ー
大
会

の
共
催
国
で
も
あ
る
韓
国
へ
の

理
解
を
よ
り
深
め
て
も
ら
お
う

と
毎
年
開
催
し
て
い
る
も
の
。

昨
年
は
、
「
チ
ャ
ン
ト
（
韓
国

語
で
『
市
場
』）」
を
テ
ー
マ
に
、

屋
台
や
物
販
コ
ー
ナ
ー
な
ど
韓

り
ゅ
ー
と
ぴ
あ
で
は
、
８
月

31
日
に
「
ジ
ャ
ン
・
ボ
ワ
イ
エ

オ
ル
ガ
ン
リ
サ
イ
タ
ル
」
を
開

催
し
ま
す
。

現
代
フ
ラ
ン
ス
オ
ル
ガ
ン
音

楽
の
巨
匠
ジ
ャ
ン
・
ボ
ワ
イ

エ
。
20
歳
で
録
音
し
た
最
初
の

レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
で
フ
ラ
ン
ス

レ
コ
ー
ド
協
会
の
大
賞
を
受
賞

す
る
な
ど
、
そ
の
輝
か
し
い
才

能
と
独
創
性
は
広
く
世
界
に
知

ら
れ
て
い
ま
す
。

曲
目
は
、
バ
ッ
ハ
「
幻
想
曲

と
フ
ー
ガ
　
ト
短
調
」
、
マ
ル

シ
ャ
ン
「
グ
ラ
ン
デ
ィ
ア
ロ
ー

グ
」
、
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン

「
オ
ル
ガ
ン
ソ
ナ
タ
第
４
番
変

ロ
調
」
な
ど
を
演
奏
し
ま
す
。

ジ
ャ
ン
・
ボ
ワ
イ
エ
が
織
り
成

「
文
化
村
さ
か
い
わ
」
の
美

術
展
が
、
西
新
潟
市
民
会
館
で

開
催
さ
れ
ま
す
。

文
化
村
さ
か
い
わ
は
、
坂
井

輪
地
域
の
文
化
活
動
を
支
え
る

す
新
し
い
音
色
を
ご
堪
能
く
だ

さ
い
。

日
時

８
月
31
日
午
後
７
時
開

演会
場

り
ゅ
ー
と
ぴ
あ
コ
ン
サ

ー
ト
ホ
ー
ル

チ
ケ
ッ
ト

Ｓ
席
３
０
０
０

円
、
Ａ
席
２
０
０
０
円

※
５
月
27
日
か
ら
同
館
お
よ
び

マ
リ
ン
ピ
ア
日
本
海
で

は
、
水
生
生
物
と
そ
の
生
息

環
境
を
知
っ
て
も
ら
お
う

と
、
自
然
観
察
会
を
開
催
し

ま
す
。

今
回
は
「
信
濃
川
下
流
域

市
内
の
主
な
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
で

発
売

問
い
合
わ
せ

同
館
チ
ケ
ッ
ト

専
用
ダ
イ
ヤ
ル
（
�
２
２
４
・

５
５
２
１
）
へ

に
生
息
す
る
外
来
魚
」
を
テ
ー

マ
に
、
善
久
河
川
敷
公
園
付
近

で
刺
し
網
漁
を
行
い
、
外
来
魚

の
生
息
状
況
を
調
べ
ま
す
。

日
時

５
月
30
日
午
後
1
時
〜

4
時
　
※
小
雨
決
行

集
合
場
所

善
久
河
川
敷
公
園

定
員

15
人
程
度

参
加
費

２
０
０
円

申
し
込
み

５
月
25
日（
必
着
）

ま
で
に
、
は
が
き
に
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
、
年
齢
を
記
入

し
、
西
船
見
町
５
９
３
２
・
４

４
５
、
同
館
（
�
２
２
２
・
７

５
０
０
）
へ
　

※
応
募
多
数
の
場
合
抽
選

同
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・
運
営

は
市
、
総
領
事
館
に
加
え
、
日

ロ
友
好
団
体
な
ど
市
民
で
構
成

す
る
実
行
委
員
会
が
担
当
。
り

ゅ
ー
と
ぴ
あ
（
市
民
芸
術
文
化

会
館
）
な
ど
を
会
場
に
、
ロ
シ

ア
文
化
に
関
す
る
多
彩
な
催
し

物
を
行
い
ま
す
＝
表
＝
。

コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
来
場
者

が
一
緒
に
な
っ
て
歌
う
こ
と
を

計
画
し
て
い
る
ほ
か
、
講
演
会

と
と
も
に
、
優
れ
た
美
術
作
品

を
通
し
て
心
豊
か
な
ま
ち
づ
く

り
に
貢
献
し
て
い
こ
う
と
、
地

域
在
住
の
芸
術
家
・
文
化
人
が

中
心
と
な
っ
て
平
成
10
年
に
旗

揚
げ
し
ま
し
た
。

同
展
に
は
、
県
内
外
で
活
躍

す
る
50
人
の
芸
術
家
が
出
展

し
、
質
の
高
い
作
品
を
披
露
し

ま
す
。
会
期
中
は
、
作
品
に
つ

い
て
作
家
と
語
り
合
う
「
作
家

と
語
る
会
」
や
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

コ
ン
サ
ー
ト
も
行
わ
れ
ま
す
。

日
時

６
月
１
日
〜
10
日
午
前

10
時
〜
午
後
５
時

�
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
コ
ン
サ
ー
ト

〜
初
夏
の
バ
ロ
ッ
ク

日
時

６
月
３
日
午
後
１
時
半

〜
２
時
半

問
い
合
わ
せ

西
新
潟
市
民
会

館
（
�
２
３
０
・
１
０
７
１
）

へ
　
※
月
曜
休
館

�
み
ど
り
の
コ
ン
サ
ー
ト
〜
音

楽
史
の
中
の
女
性
た
ち

日
時

６
月
２
日
午
後
２
時
か

らチ
ケ
ッ
ト

１
５
０
０
円
（
当

日
３
０
０
円
増
）

問
い
合
わ
せ

小
西
（
�
２
６

０
・
２
６
０
３
）
へ

の
自
家
用
車
の
乗
り
入
れ
は
で

き
ま
せ
ん
。

規
制
日
時

５
月
31
日
、
６
月

２
・
４
日
午
後
４
時
〜
11
時

問
い
合
わ
せ

Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
県
推
進
委
員
会

（
�
２
８
０
・
５
２
７
２
）
へ

※
同
大
会
の
開
催
日
は
、
ス
タ

ジ
ア
ム
に
隣
接
す
る
鳥
屋
野
潟

ス
ポ
ー
ツ
公
園
は
利
用
で
き
ま

せ
ん

広報ラジオ　９時です！新潟市です（BSN 毎週土曜9:00～9:03） NICE TOWN にいがた（FM新潟毎週土曜10:55～11:00）、にいがた・シティインフォメーション（FM Port 毎週土曜9:30～9:35）、ほか

市総合教育センター 春の天文教室
日時 ５月30日午後７時半～８時半
※雨天決行
対象 小学生以上先着50人　※小学生
は保護者同伴、中学生は２人以上で参加
申し込み 同センター（�229-0233）へ

市視聴覚センター 市民映画鑑賞会
日時 ５月28日午後２時から
上映作品 友情　定員 先着50人
申し込み 同センター（�222-7400）へ

�そらまめ市民ランド�オーナー募集
設置場所 済生会新潟第２病院付近
収穫時期 ６月上旬～７月ころ
募集区画数　20区画
料金 一区画6,000円
申し込み ５月25日（必着）までに往
復はがきに、市民ランド名、住所、氏名、
電話番号を記入し、〒951-8550農林課
（�内線2558）へ　※応募多数の場合抽選

市庭球場 早 朝 テ ニ ス
時間 午前６時～８時　※大会などによ
り午前７時までの場合があります
期日 ６月１日～30日・９月16日～30日
…毎週土・日・祝日、７月１日～９月15
日…毎日　使用料 １面１時間1,000円
申し込み 市庭球場（�276-8900）へ

石 山 地 区 公 民 館
申し込み �は同館（�286-5631）へ、
�は６月６日（必着）までに、所定の申
込用紙に参加費を添えて同館へ
�大正琴初心者講習会
日時 ６月６・13日午後１時半～３時
定員 先着15人
�石山地区野球大会
期日 ７月15日～８月５日
会場 阿賀野川河川公園野球場
対象 石山地区在住の人
参加費 １チーム7,000円

エコープラザ サンデーリサイクル
日時 きょう20日午前10時～正午、午
後１時半～３時半（随時受け付け）
内容 古着を使ったいろいろなパッチワ
ークの紹介　持ち物 古布・裁縫道具
対象 成人　申し込み 直接同プラザへ
問い合わせ 同プラザ（�270-3009）へ

園 芸 セ ン タ ー
申し込み �はきょう20日午前９時か
ら電話で同センターへ、�は当日直接同
センターへ
�庭木講座
日時 ５月24日午後１時半～３時半
内容 ５・６月の庭木管理、ほか
定員 先着50人
�小品盆栽展
日時 ５月26・27日午前９時～午後４時

燕喜館を見学して抹茶を楽しむ会
日時 ５月25日①午前10時半～11時半②
午後１時半～２時半　定員 各回先着30人
申し込み きょう20日午前９時から同館
（�224-6081）へ　※あす21日は休館

市トレーニングセンター

ナイタージョギング教室
日時 ６月14日～７月19日午後７時～８
時半（月・木曜全８回）
会場 市陸上競技場　対象 成人100人
参加費 1,500円　※別途入場料150円
必要
申し込み ６月１日（必着）までに、往
復はがきに教室名、住所、氏名、電話番
号、年齢を記入し、一番堀通町3-1、同
センター（�266-8115）へ　※応募多数
の場合抽選

指定方向外進行禁止�

車両通行止め�

車両通行止め�

シャトルバスの�
運行ルート�

�
笹出線�

（南口）�

新潟駅�

紫竹山IC

紫鳥線�

弁
天
線�

桜木IC女池IC
新潟バイパス�

姥ヶ山IC

新潟亀田IC

弁天橋�

新潟中央IC

市産業�
振興センター�

●新潟テルサ�

北陸自動車道�

BIG SWAN

鳥屋野潟�

新潟スタジアム�
（試合開始 午後7時半）�

●�

国
道
49
号�

文化を発信し地域と触れあう�

    文化村さかいわ”文化村さかいわ”美術展美術展�

“�

  文化村さかいわ”美術展�

“�

りゅーとぴあ�

“ロシア文化に親しむ日”を開催�

　 ロシアを身近に感じよう�！�！�
表

講演会「ロシア人が好きな色とかたち

～その美的世界を考える」

講師　中澤敦夫（新潟大学教授）

コンサート～新潟ロシア村のアンサン

ブル「ベリョースカ」によるロシアの

歌や踊り

ロシア料理教室

～ロシア大使専属コックを招いて

写真展

「私のロシア～私の心の中の一枚」

※ロシアの民芸品・民族衣装なども紹介

ロシア語スピーチコンテスト

（入門・一般の部）

５月31日（必着）までに往

復はがきに講演会とコンサ

ート・料理教室の別、住所、

氏名、電話番号、申し込み

人数（はがき１枚に講演会

とコンサートは２人まで、

料理教室は１人）を記入し、

〒951-8550国際課へ

※応募多数の場合抽選

6月1日（必着）までに、

写真と、国際課・公民館・

国際友好会館にある申込用

紙を〒951-8550国際課

（市役所本館4階）へ

参加希望者は5月31日まで
に電話で国際課へ

午後２時～

３時

午後４時～

５時半

午前10時～

午後１時

午後1時～

６時半

午前10時半

～正午

りゅーとぴあ
劇場

にいがた製
菓・調理師
専門学校え
ぷろん

りゅーとぴあ
劇場ホワイ
エ

りゅーとぴあ
スタジオＡ

800人

36人
参加費
1,000円

―

―

イベント 時　間 会　場 定員 申し込み

（ ）


